
図１、インプラントと骨は直接結合しておらず、数十nmの
有機層が観察される。
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チタン結合タンパク質の探索と骨結合機構の解明
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デンタルインプラントは日本国内だけでも年
間150万本が患者さんの口腔内に植立されてお
り、広く普及した治療法です。インプラント は
材料のチタンと骨が結合すると言われています
が、電子顕微鏡では２０~５０nmの隙間が観察
されており（図１）、その空隙にの有機質に含
まれるタンパク質が骨結合成立に関わると考え
られていますが、結合関連蛋白質や、結合様式
などは、よくわかっていません。これまでのチ
タン・骨結合研究で使用されたチタンは平滑研
磨面と言っても、電子顕微鏡像では非常に粗い
構造をしており（図２）、チタンに接着するタ
ンパク質の単離解析が困難でした。我々は本研
究において、表面粗さ０.６nmというナノサイ
ズレベルで平滑なチタン基板を作成し（図３）、
チタン接着タンパク質の探索を行っている。現
在までに候補タンパク質が複数単離されており、
細胞接着促進が確認され（図４）、その他の機
能についても現在解析中です。最終的にはデン
タルインプラントの、チタン接着タンパク質を
介した骨結合機構の解明と、インプラントの骨
結合促進による長期安定した予後の達成を目指
しています。

図２、機械研磨平滑基板電
子鏡画像：細かい凹凸が多
数みられる。

図３、ナノレベル超平滑基板電
子鏡画像：凹凸が見られない、
極めて平滑な基板
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図４、チタン接着タンパク質によって細胞接着の促進が観
察される。
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